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本
蓮
町
会
（
町
会
長
＝
中
山
久
仁
夫
さ
ん
）
は
、

１
月
18
日
、
同
町
会
会
館
で
新
春
交
礼
会
を
開
催
し

た
。

　

写
真
左
か
ら
、
飯
塚
孝
行
市
議
、
中
山
町
会
長
、

奥
ノ
木
信
夫
市
長
、
板
橋
智
之
常
任
相
談
役
、
パ
ピ

ヨ
ン
七
瀬
怜
子
さ
ん
。

赤
井
町
会
新
年
会

　

１
月
19
日
、
赤
井
町

会
（
町
会
長
＝
関
根
和

雄
さ
ん
）
は
町
会
会
館

で
新
年
会
を
開
催
し
大

勢
が
列
席
し
た
。

　

国
歌
斉
唱
後
、
関
根

町
会
長
は
「
町
会
長
・

神
社
総
代
長
を
さ
れ
、

現
在
ま
で
顧
問
で
あ
っ

た
、
千
葉
正
吾
さ
ん
が

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、

新
年
会
は
し
っ
か
り
や

る
よ
う
に
。
赤
井
町
会

は
神
社
と
コ
ラ
ボ
し
て

盛
り
上
げ
、
子
ど
も
た

ち
と
高
齢
者
を
大
切
に

と
遺
言
さ
れ
ま
し
た
。

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
」

と
挨
拶
さ
れ
た
。

　

次
い
で
、県
議
、市
議
、

来
賓
の
皆
さ
ん
が
お
祝

い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ

て
乾
杯
。

　

余
興
に
カ
ラ
オ
ケ
、

抽
選
会
が
行
わ
れ
、
中

締
め
と
な
っ
た
。

写
真
前
列
左
か
ら
、

粕
谷
笑
子
さ
ん
、
関
根

さ
ん
、
大
栁
祐
一
さ
ん
、

相
馬
晃
重
さ
ん
、
村
津

孝
徳
さ
ん
、
石
島
正
文

さ
ん
。後列

左
か
ら
、
藤
島

朋
子
市
議
、
浅
野
目
紘

彰
秘
書
、幡
野
茂
市
議
、、

前
原
博
孝
市
議
、、
岡
村

ユ
リ
子
県
議
、
飯
塚
孝

行
市
議
、
川
瀬
隆
之
さ

ん
、
立
石
泰
広
県
議
。

東本郷商店会新年会

　

１
月
24
日
、
東
本
郷

商
店
会
（
会
長
＝
髙
橋

克
彰
さ
ん
）
は
、
そ
う

ま
す
レ
ス
ト
ホ
ー
ル
で

定
期
総
会
後
、
新
年
祝

賀
会
を
開
催
し
た
。

　

永
瀬
秀
樹
県
議
、
飯

塚
孝
行
市
議
、
中
山
久

仁
夫
連
合
町
会
長
＆
本

蓮
町
会
長
が
来
賓
と
し

て
激
励
に
訪
れ
た
。

　

皆
さ
ん
が
カ
ラ
オ
ケ

で
盛
り
上
が
り
楽
し
ん

だ
。写

真
、
前
列
左
か
ら

飯
塚
孝
行
市
議
、
中
山

さ
ん
、
髙
橋
会
長
。
後

列
中
央
永
瀬
秀
樹
県
議
、

来
賓
と
役
員
の
皆
さ
ん
。

新
春
交
通
安
全
の
集
い

武
南
交
通
安
全
協
会

（
会
長
＝
中
山
久
仁
夫
さ

ん
）
は
、令
和
７
年
「
新

春
交
通
安
全
の
集
い
」

を
２
月
５
日
、
木
曽
路

南
鳩
ヶ
谷
店
で
開
催
し

た
。司

会
進
行
は
歌
手
の

「
た
ま
ち
ゃ
ん
」
こ
と
住

吉
珠
貴
さ
ん
。

中
山
会
長
の
挨
拶
に

続
き
、
来
賓
の
奥
ノ
木

信
夫
川
口
市
長
秘
書
の

小
見
山
祐
紀
さ
ん
、
藤

木
渉
武
南
警
察
署
長
が

祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
原

島
潔
武
南
地
区
安
全
運

転
管
理
者
協
会
会
長
、

各
組
合
・
協
会
・
母
の
会
・

交
通
安
全
の
会
等
の
理

事
長
・
会
長
の
皆
さ
ん

が
紹
介
さ
れ
た
。

懇
親
会
は
交
通
安
全

宣
言
か
ら
、
原
島
会
長

の
乾
杯
で
始
ま
り
、
歌

謡
シ
ョ
ー
で
は
、
住
吉

珠
貴
さ
ん
が
「
世
界
中

の
誰
よ
り
き
っ
と
」
を

歌
い
、
ま
た
オ
ペ
ラ
歌

手
の
「
し
お
た
ん
」
こ

と
鈴
木
詩
織
さ
ん
が「
い

つ
ま
で
も
あ
な
た
を
愛

し
て
い
る
」「
君
と
旅
立

と
う
」
を
歌
い
上
げ
た
。

い
ず
れ
も
素
晴
ら
し

い
歌
声
で
し
た
。

大
い
に
盛
り
上
が
り

の
中
、
前
原
博
孝
新
郷

支
部
長
が
中
締
め
し
た
。

写
真
左
か
ら
、
小
見

山
さ
ん
、
中
山
さ
ん
、

住
吉
さ
ん
、
鈴
木
さ
ん
、

原
島
さ
ん
、
藤
木
署
長
、

北
山
さ
ん
、
高
花
交
通

課
長
。

本
蓮
町
会
新
春
交
礼
会
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令
和
７
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
　
武
南
交
通
安
全
協
会
　
　「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」　
川
口
市
防
犯
協
会

峯
町
会
・
榛
松
町
会
・

新
堀
町
会
の
避
難
場
所

と
な
っ
て
い
る
新
郷
東

小
学
校
に
、
12
月
25
日
、

災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
が
整
備
さ
れ
た
。

こ
の
ト
イ
レ
は
、
下

水
道
施
設
を
利
用
し
た

仮
設
ト
イ
レ
で
、
災
害

時
で
も
使
用
可
能
で
あ

り
、
市
内
全
域
の
避
難

所
に
整
備
を
進
め
て
い

る
と
の
こ
と
。

災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
の
構
造
は
、
地

上
部
ト
イ
レ
は
便
器
・

テ
ン
ト
、
地
下
部
は
、

貯
留
施
設
、
貯
水
施
設

と
な
る
。

ま
ず
ト
イ
レ
の
蓋
の

開
け
方
、
貯
水
用
マ
ン

ホ
ー
ル
の
蓋
の
開
け
方
、

バ
ル
ブ
の
そ
れ
ぞ
れ
の

開
け
方
な
ど
を
学
ん
だ
。

市
か
ら
下
水
道
建
設

課
５
名
、
危
機
管
理
課

２
名
、
検
査
室
、
東
小

防
災
担
当
の
神
根
支
所

の
職
員
、
下
水
課
、
納

税
課
の
皆
さ
ん
が
来
校
。

そ
し
て
校
長
・
教
頭
、

県
議
、
市
議
、
同
校
災

害
本
部
長
の
大
場
茂
樹

新
堀
町
会
長
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
関
係
者
が
立
ち

会
い
、
説
明
を
聞
い
た
。

写
真
、
前
列
左
か
ら
、

岡
本
賢
一
校
長
、
山
道

洸
さ
ん
、
前
原
博
孝
市

議
、
栗
林
丈
夫
教
頭
。　
　

後
列
左
か
ら
、
永
瀬

秀
樹
県
議
、
田
中
勝
さ

ん
、
高
橋
富
士
夫
さ
ん
、

大
場
茂
樹
町
会
長
。

　

峯
ヶ
岡
八
幡
神
社（
宮

司
＝
宮
本
洋
平
さ
ん
・

総
代
長
＝
松
本
安
弘
さ

ん
）
は
、
福
を
招
く
恒

例
行
事
節
分
祭
、
今
年

は
立
春
が
３
日
に
な
る

こ
と
か
ら
、
２
日
に
行

わ
れ
た
。

　

年
男
の
松
本
佳
和
さ

ん
、
年
女
の
本
木
貴
枝

子
さ
ん
、
永
瀬
秀
樹
県

議
、
飯
塚
孝
行
市
議
、

板
橋
智
之
元
県
議
、
大

場
茂
樹
新
堀
町
会
長
、

遠
藤
太
嘉
志
峯
町
会
長
、

各
神
社
代
表
等
の
皆
さ

ん
が
参
列
さ
れ
た
。

　

老
若
男
女
が
一
堂
に

会
し
拝
礼
後
太
鼓
の
合

図
で
、寒
空
の
中
で
待
っ

て
い
た
無
病
息
災
や
家

内
安
全
な
ど
を
祈
る
参

拝
客
に
向
か
っ
て
豆
ま

き
が
始
ま
っ
た
。

　

関
係
者
が
撒
く
沢
山

の
品
々
を
、
両
手
を
あ

げ
キ
ャ
ッ
チ
し
た
り
拾

い
集
め
て
福
を
戴
い
た
。

　

豆
を
受
け
止
め
た
人

は
「
こ
れ
で
福
を
招
き

入
れ
た
」
と
嬉
し
そ
う

に
話
し
て
い
た
。

峯ヶ岡八幡神社節分祭東
小
災
害
時
ト
イ
レ
整
備
視
察

セ
ラ
フ
榎
本
ド
ロ
ー
ン
で

画
期
的
に
業
務
量
を
削
減

あ
さ
ひ
川
せ
ん
べ
い
店
に
「
遊
」
を
‼

　

本
紙
新
郷
新
聞
の
題

字
を
書
い
て
い
た
だ
い

て
い
る
墨
花
舎
代
表
の

石
川
水
碧(

み
ど
り)

さ

ん
は
、「
書
」
を
メ
イ
ン

と
し
た
「
企
業
様
向
け

社
訓
・
理
念
制
作
」「
書

に
関
す
る
物
販
・
販
促
」

「
書
道
教
室
」
を
行
っ
て

い
る
。

　

企
業
様
向
け
で
は
経

営
者
様
の
強
い
信
念
と

志
を
「
書
」
で
表
現
し
、

社
訓
・
理
念
・
社
歌
の

制
作
な
ど
「
唯
一
の
書
」

を
作
成
さ
れ
て
い
る
。

12
月
26
日
、
朝
日
町

３
丁
目
に
あ
る
創
業
50

年
の
、
本
手
焼
き
・
草

加
せ
ん
べ
い
の
「
あ
さ

ひ
川
せ
ん
べ
い
」
さ
ん

（
代
表
＝
石
井
早
苗
さ

ん
）
に
赴
い
た
。

「
一
文
字
で
、
気
運

が
あ
る
生
き
た
字
を

飾
っ
て
み
た
い
。
遊
ぶ

人
は
良
く
働
く
人
」
と
、

代
表
の
要
望
で「
遊
」を
。

「
や
さ
し
く
て
、
柔

ら
か
い
が
芯
が
あ
る
早

苗
さ
ん
の
、
雰
囲
気
を

表
現
し
ま
し
た
」
と
石

川
さ
ん
。

榛
松
地
区
道
路
危
険
箇
所
視
察

榛
松
方
面
か
ら
の
び

る
東
本
郷
小
児
童
の
通

学
路
の
細
道
は
、
新
郷

支
所
か
ら
青
木
信
用
金

庫
に
続
く
道
で
、
本
蓮

の
「
く
に
ち
ゃ
ん
ふ
ぁ

～
む
」
入
口
に
出
る
。

こ
の
箇
所
は
、
通
学

路
に
も
か
か
わ
ら
ず
な

か
な
か
車
が
止
ま
っ
て

く
れ
な
い
。
児
童
た
ち

は
次
々
来
る
車
で
渡
れ

な
い
現
状
で
あ
る
。

「
12
月
９
日
、
通
学

路
に
関
す
る
安
全
対
策

改
善
を
協
議
す
る
た
め

に
、
関
係
す
る
町
会
長

さ
ん
及
び
市
役
所
担
当

部
局
と
共
に
、
現
地
視

察
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

町
会
長
さ
ん
方
か
ら

色
々
な
案
が
提
示
さ
れ

複
数
の
対
応
策
を
実
施

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
地
域
の
宝
で
あ
る

子
ど
も
達
の
為
、
そ
れ

が
結
果
的
に
市
民
の
皆

さ
ん
の
安
全
と
安
心
に

つ
な
が
る
方
向
に
進
ん

で
い
る
こ
と
に
関
係
各

位
に
心
よ
り
感
謝
と
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
」

と
、
飯
塚
孝
行
市
議
。

　

写
真
前
列
右
か
ら
永
瀬

県
議
、
飯
塚
市
議
、
宮
本

宮
司
、
松
本
総
代
長
、
松

本
さ
ん
、
本
木
さ
ん
、
板

橋
さ
ん
、
大
勢
の
関
係
者

の
み
な
さ
ん
。写真前列左から、大場茂樹新堀町会長、中山久仁夫連合町

会長、飯塚市議、宮原美子榛松町会長。市の方は順不同で、交
通安全対策課の二見さん・藤波さん。道路維持課の竹下さん・
山岡さん。東部土地区画整理事務所の上野さん・山本さん。　　

　

当
初
よ
り
広
告
を
頂

い
て
い
る
、
マ
ン
シ
ョ

ン
大
規
模
修
繕
工
事
を

主
軸
と
す
る
（
株
）
セ

ラ
フ
榎
本
（
川
口
市
芝

中
田
、
代
表
取
締
役
：

榎
本
修
さ
ん
）
は
、
壁

面
を
走
行
し
、
高
圧
水

を
目
標
箇
所
に
噴
出
す

る
こ
と
で
、
漏
水
調
査

に
お
け
る
足
場
架
設
を

必
要
と
し
な
い
「
壁
面

漏
水
調
査
ロ
ボ
ッ
ト
」

を
開
発
し
た
。

　

同
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り

壁
面
漏
水
調
査
に
か
か

る
コ
ス
ト
・
時
間
・
業

務
量
を
大
幅
に
削
減
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
〈
ロ
ボ
ッ
ト
の
機
能
〉

※
壁
面
を
走
行
、
屋
上

か
ら
の
吊
り
下
げ
で
落

下
の
危
険
性
が
な
い
。

※
搭
載
カ
メ
ラ
で
タ
ー

ゲ
ッ
ト
位
置
を
確
認
※

本
体
水
噴
出
孔
か
ら
高

圧
水
を
噴
出
し
て
散
水

試
験
を
実
施
※
水
噴
出

孔
は
首
振
り
、
上
下
駆

動
が
可
能
※
プ
ロ
ペ
ラ

で
姿
勢
制
御
※
足
の
伸

縮
で
雨
樋
な
ど
の
障
害

物
を
避
け
て
調
査
可
能

※
有
線
に
よ
る
給
電
で

持
続
調
査
可
能
。

〈
ロ
ボ
ッ
ト
の
メ
リ
ッ
ト
〉

※
短
期
間
で
広
範
囲
の

壁
面
調
査
が
可
能
、
管

理
会
社
の
業
務
量
削
減

※
調
査
に
余
計
な
足
場

仮
設
の
費
用
が
掛
か
ら

な
い
※
コ
ス
ト
・
時
間

面
で
居
住
者
へ
の
負
担

が
少
な
い
※
足
場
で
の

高
所
作
業
が
な
く
、
安

全
に
調
査
を
す
る
こ
と

が
可
能
。

問
（
２
６
５-

１
８
８
３
）

　

ま
た
は
広
告
HP
検
索
を
。　
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危
険
で
す
　
な
が
ら
ス
マ
ホ
で
　
踏
む
ペ
ダ
ル
　
武
南
警
察
署
　
　
　
　 

　
と
い
う
電
話
は
詐
欺
　
　
　
武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

２
０
２
５
年
問
題
、

こ
れ
は
団
塊
の
世
代
約

８
０
０
万
人
が
75
歳
以
上

に
な
り
５
人
に
１
人
は
、

後
期
高
齢
者
に
な
っ
て
、

医
療
や
介
護
に
お
世
話
に

な
る
人
が
増
え
て
き
ま

す
。
こ
の
時
、
少
子
化
も

同
時
に
進
行
し
て
い
る
の

で
、
労
働
人
口
の
現
象
で

人
手
不
足
に
な
り
、
人
件

費
が
上
が
っ
た
上
に
サ
ー

ビ
ス
は
低
下
す
る
と
言
う

こ
と
で
す
。

日
本
人
の
み
ん
な
が

誰
も
経
験
し
た
こ
と
が
な

い
、
超
少
子
高
齢
化
の
時

代
に
入
り
、
解
決
が
困
難

な
多
く
の
問
題
が
降
り
か

か
っ
て
く
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。例え

ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
食
料
の
値
段
が
上
が
っ

た
り
、
歯
科
診
療
の
窓
口

の
支
払
い
も
じ
わ
じ
わ
と

上
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
よ
り
も
っ
と
問

題
な
の
は
、
自
分
自
身
の

体
力
や
気
力
の
衰
え
、
さ

ら
に
加
え
て
、
長
年
使
っ

て
き
た
体
、
目
や
歯
に
始

ま
り
少
し
ず
つ
壊
れ
て
く

る
と
言
う
こ
と
で
す
。
今

は
良
い
医
療
が
あ
る
の

で
、
多
少
の
故
障
は
万
全

で
な
い
に
し
て
も
、
治
り
、

寿
命
が
確
実
に
伸
び
て

い
っ
て
い
ま
す
。　

し
か
し
、
こ
の
こ
と

が
幸
せ
な
明
日
へ
つ
な
が

る
の
か
と
言
う
と
、
ど
う

や
ら
そ
れ
は
難
し
い
よ
う

で
す
。
次
に
待
っ
て
い
る

生
活
レ
ベ
ル
は
、
日
常
の

生
活
の
一
部
を
誰
か
の
世

話
に
な
り
、
さ
ら
に
高
齢

化
し
た
そ
の
先
の
ス
テ
ッ

プ
は
ど
う
な
る
か
と
考
え

る
と
、
あ
ま
り
明
る
い
未

来
は
描
け
ま
せ
ん
。

今
は
ま
だ
体
力
も
気

力
も
残
っ
て
い
る
の
で
、

で
き
る
だ
け
仕
事
し
、
あ

る
い
は
世
の
中
に
役
立
つ

よ
う
な
社
会
活
動
が
で
き

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
自
分
の
こ
と

で
世
の
中
に
迷
惑
を
か
け

ず
に
、
一
生
を
全
う
し
た

い
と
考
え
て
い
て
も
そ
れ

は
不
可
能
な
話
で
す
。
最

後
は
誰
か
の
世
話
に
な
っ

て
終
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
は
そ
れ
で
し
ょ

う
が
な
い
。

そ
の
こ
と
を
念
頭
に
、

少
な
く
と
も
今
の
生
き
様

を
良
く
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
） 　　
　

院
長　

岩
下　

一
三 

千
葉
正
吾
さ
ん
を
偲
ぶ

　

１
月
16
日
突
然
届
い

た
千
葉
正
吾
会
長
の
訃

報
に
、
涙
に
む
せ
び
ま

し
た
。

　

千
葉
会
長
は
昭
和
18

年
５
月
24
日
、
岩
手
県

一
関
市
に
て
農
家
の
次

男
と
し
て
生
を
受
け
ら

れ
、
15
歳
で
岩
手
か
ら

普
通
列
車
を
乗
り
継
ぎ

上
京
し
、
東
京
の
寄
木

張
り
施
工
職
人
と
し
て

住
み
込
み
で
働
か
れ
た

の
ち
23
歳
で
独
立
し
て

川
口
市
赤
井
に
て
有
限

会
社
「
千
葉
建
装
」
を

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

独
立
と
時
を
同
じ
く

し
て
ご
結
婚
さ
れ
二
男

一
女
の
子
宝
に
も
恵
ま

れ
、
お
孫
さ
ん
も
５
人

お
ら
れ
、
ご
自
宅
に
お

邪
魔
し
た
と
き
、
娘
さ

ん
と
お
孫
さ
ん
が
来
て

い
て
賑
や
か
な
声
が
聞

こ
え
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。

　

開
業
さ
れ
た
当
初
は　

相
当
な
ご
苦
労
が
あ
っ

た
と
も
聞
き
及
ん
で
お

り
ま
す
が
、
幾
多
の
苦

難
を
乗
り
越
え
、
わ
が

子
を
育
て
る
か
の
ご
と

く
会
社
を
大
き
く
育
て

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
ご
長
男
の

正
一
様
が
ご
遺
志
を
継

ぎ　

見
事
に
株
式
会
社

千
葉
建
装
の
舵
取
り
を

さ
れ
立
派
に
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。.

　

千
葉
会
長
は
平
成
６

年
か
ら
10
年
に
か
け
て

赤
井
町
会
の
町
会
長
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。
常

に
地
域
全
体
を
見
渡
す

大
き
な
目
と
将
来
を
見

据
え
る
長
い
目
を
も
っ

て
地
域
住
民
の
福
祉
の

向
上
の
た
め
に　

多
大

な
る
ご
尽
力
を
な
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
私
心
の

な
い
社
会
奉
仕
の
精
神

は
誠
に
尊
い
も
で
あ
り
、

敬
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。
常
に
多
く

の
人
の
幸
せ
を
考
え
地

域
と
子
ど
も
た
ち
を
可

愛
が
り
活
動
さ
れ
て
こ

ら
れ
た
姿
は
僕
の
目
に

焼
き
付
い
て
お
り
ま
す
。

　

私
費
で
大
型
観
光
バ

ス
を
用
意
し
赤
井
町
会

の
高
齢
の
方
々
を
温

泉
に
ご
招
待
し
た
り　

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ー

ン
や
ユ
ニ
ホ
ー
ム　

太

東本郷氷川神社節分祭

ベ
イ
ト
ー
タ
ル
に
職
業
体
験

新
郷
新
聞
に
広
告
を

頂
い
て
い
る「
ベ
イ
ト
ー

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
ジ
ャ
パ

ン
」（
下
記
広
告
）
は
、

駆
除
作
業
は
も
ち
ろ
ん
、

防
除
作
業
も
重
視
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
会
社
で
、
害
虫
や

害
獣
の
問
題
に
真
剣
に

取
り
組
み
、
安
心
で
快

適
な
環
境
を
守
る
会
社

で
す
。以下

は
社
長
の
矢
代

秀
明
さ
ん
の
報
告
で
す
。

こ
の
ほ
ど
、
中
学
校

２
年
生
の
職
業
体
験
が

弊
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

５
人
で
来
社
し
て
２
日

間
、
合
わ
せ
て
６
時
間

の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で

80
枚
の
資
料
を
作
成
し

ま
し
た
。
害
虫
・
害
獣

駆
除
の
現
場
に
は
連
れ

て
行
け
ま
せ
ん
か
ら
座

学
で
知
っ
て
頂
き
ま
し

た
。１

日
目
は
感
染
症
対

策
、
つ
ま
り
コ
ロ
ナ
の

消
毒
に
つ
い
て
お
話
し

ま
し
た
。
内
容
は
依
頼

が
来
た
経
緯
、
準
備
、

心
構
え
な
ど
で
、
い
つ

か
社
会
人
に
な
る
生
徒

に
覚
悟
の
必
要
さ
を

知
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
し
た
。

２
日
目
は
身
近
な
害

虫
・
害
獣
な
ど
意
外
と

身
近
に
い
る
危
険
生
物

の
対
処
法
、
い
か
に
薬

剤
を
使
用
せ
ず
防
除
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
て

行
く
か
等
で
し
た
。

５
人
は
真
剣
に
聴
い

て
頂
き
、
余
り
の
礼
儀

正
し
さ
に
関
心
致
し
ま

し
た
。
私
の
中
学
生
の

頃
を
思
い
出
す
と
頭
痛

が
し
て
き
ま
し
た
。

後
日
５
人
か
ら
御
礼

の
お
手
紙
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
内
容
は「
ま
っ

た
く
知
ら
な
い
職
業
で

し
た
。
国
や
県
を
影
か

ら
守
っ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
い
う
感
謝
の
手
紙
で

し
た
。職業

冥
利
に
尽
き
ま

す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
社

会
に
貢
献
し
て
行
き
ま

す
。未

来
の
社
会
人
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
感

謝
で
す
。

　

東
本
郷
氷
川
神
社
（
総

代
長
＝
飯
塚
秀
行
さ
ん
）

で
は
、
永
瀬
秀
樹
県
議
、

飯
塚
孝
行
市
議
、
板
橋
智

之
元
県
議
、
中
山
久
仁
夫

連
合
町
会
長
＆
本
蓮
町
会

長
、
寺
本
正
和
東
本
郷
台

町
会
長
、
正
田
威
大
東
町

会
長
、
平
林
仁
東
本
郷
南

町
会
長
、
及
び
役
員
等
皆

さ
ん
が
豆
ま
き
を
行
っ
た
。

豆
ま
き
の
時
間
に
は
、

小
雨
も
上
が
り
昨
年
同
様

大
勢
が
参
加
し
た
。

飯
塚
総
代
長
は
「
雪
や

雨
の
予
報
で
豆
撒
き
の
実

施
を
心
配
し
て
い
ま
し
た

が
、
有
難
い
こ
と
に
雨
も

上
が
り
予
定
通
り
で
き
ま

し
た
。
感
謝
で
す
」
と
、

微
笑
ま
れ
た
。

写
真
中
央
は
宮
司
の
宮

本
洋
平
さ
ん
、
右
が
総
代

長
の
飯
塚
さ
ん
、
来
賓
と

役
員
の
皆
さ
ん
。

鼓
等
を
惜
し
げ
も
な
く

寄
贈
す
る
な
ど
、
優
し

く
繊
細
で
あ
り
な
が
ら

豪
快
さ
も
あ
り
、
皆
の

良
き
オ
ヤ
ジ
で
あ
り
ま

し
た
。

　

僕
は
千
葉
会
長
に
沢

山
の
教
え
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
会
長
の
様
に

は
な
れ
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
一
歩
で
も

近
づ
け
る
よ
う
に
教
え

を
実
行
し
て
ま
い
り
ま

す
。
た
だ
、
二
度
と
教

え
を
乞
え
な
い
こ
と
無

念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

生
前
の
ご
高
徳
を
称

え
、
安
ら
か
な
る
ご
冥

福
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
万
感
の
思
い
を

込
め
て
お
別
れ
の
言
葉

を
申
し
上
げ
ま
す
。

     

川
口
市
議
会
議
員

　
　
　

   

飯
塚  

孝
行
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先
日
こ
ん
な
相
談
を
さ
れ
ま
し

た
。「
良
く
足
が
つ
る
の
で
芍
薬
甘

草
湯
を
飲
ん
で
い
る
ん
で
す
よ
。

け
れ
ど
も
今
回
は
、
何
か
ぞ
く
と

し
て
悪
寒
が
走
る
の
で
す
」
と
。

　

何
か
栄
養
剤
の
入
っ
た
漢
方
薬

は
な
い
か
と
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。

新
薬
の
薬
は
あ
ま
り
飲
み
た
く
な

い
と
の
こ
と
で
す
。
今
ま
で
風
邪

を
ひ
い
て
も
、
小
青
竜
湯
や
葛
根

湯
な
ど
の
漢
方
薬
で
治
療
し
て
い

た
よ
う
で
す
。

　

ま
ず
、
栄
養
剤
の
入
っ
た
漢
方

薬
で
す
が
、
補
中
益
気
湯
や
人
参

の
配
合
さ
れ
た
商
品
で
す
。

　

ユ
ン
ケ
ル
な
ど
の
高
額
の
ド
リ

ン
ク
に
は
、
ニ
ン
ジ
ン
や
牛
黄
な

ど
の
強
壮
剤
が
配
合
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

風
邪
薬
と
し
て
は
、
麻
黄
湯
・

柴
胡
桂
枝
湯
・
半
夏
厚
朴
湯
・
麦

門
冬
湯
・
麻
黄
附
子
細
辛
湯
等
々

 

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（325）

症
状
に
合
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
有
り

ま
す
。
芍
薬
甘
草
湯
は
、
以
前
に

も
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。

　

こ
む
ら
返
り
の
緩
和
に
効
果
的

な
漢
方
薬
で
す
。
効
果
の
早
い
人

は
服
用
後
、
５
分
程
度
で
効
果
が

現
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
常

の
服
用
方
法
と
し
て
は
、
頓
用
と

し
て
服
用
し
ま
す
。

　

毎
晩
こ
む
ら
返
り
が
起
こ
る
方

は
、
就
寝
前
に
服
用
す
る
こ
と
で

予
防
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
　
　

保
険
薬
剤
師

　
　
　
　
　
　
　

中
山  

久
仁
夫

漢
方
薬

ご案内
　
「
新
郷
新
聞
」
の
過
去

の
記
事
を
閲
覧
す
る
に

は
左
の
QR
コ
ー
ド
を
読

み
取
っ
て
下
さ
い
。

☎

お
知
ら
せ

　

12
月
８
日
、
カ
ル
ー

ソ
ホ
ー
ル
で
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

さ
れ
た
。

　

Ｔ
Ｉ
Ｄ
Ａ
大
人
の
乙

女
の
コ
ー
ラ
ス
隊
が
、

「
歓
喜
の
歌
」
音
楽
う
た

物
語
「
蜘
蛛
の
糸
」「
そ

り
す
べ
り
」「
く
る
み
割

り
人
形
」
等
、
素
晴
ら

し
い
歌
声
を
披
露
し
た
。

出
演
は
、
コ
ー
ラ
ス

隊
の
鵜
野
洲
み
ど
り
・

大
杉
千
賀
子
・
岡
村
恵

子
・
長
田
江
美
子
・
金

子
千
春
・
杉
本
佳
代
・

木
下
み
ど
り-

渡
邊
薫
。

ソ
プ
ラ
ノ
金
刺
美
穂
・

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
川
畑
麻

衣
子
・
ピ
ア
ノ
鈴
木
麻

衣
子
。（
敬
称
略
）

写
真
は
、
コ
ー
ラ
ス

隊
等
と
、
右
端
は
永
瀬

秀
樹
県
議
。

　

１
月
25
日
、
川
口
駅
前
の

「
フ
レ
ン
デ
ィ
ア
」
で
拉
致
問
題

啓
発
の
た
め
に
、「
拉
致
問
題
を

考
え
る
川
口
の
集
い
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
２
０
０
２
年

に
小
泉
元
首
相
が
北
朝
鮮
を
訪
問

し
た
こ
と
で
帰
国
さ
れ
た
５
名
の

拉
致
被
害
者
の
一
人
、
蓮
池
薫
様

が
３
０
０
人
を
超
え
る
聴
衆
の
前

で
講
演
さ
れ
、
自
身
の
北
朝
鮮
で

の
生
活
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
本
市
の
拉
致
被
害
者
、
田
口

八
重
子
様
を
含
め
す
べ
て
の
日
本

人
拉
致
被
害
者
は
生
き
て
い
る
可

能
性
が
高
い
と
明
言
さ
れ
ま
し

た
。
本
市
に
は
、
田
口
八
重
子
様

ほ
か
北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
可
能

性
が
高
い
方
が
４
名
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
被
害
者
家
族
の
高
齢
化

は
す
す
む
一
方
で
す
。
一
刻
も
早

い
解
決
へ
向
け
て
市
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
文
・
写
真　
　

　
　

前
原
博
孝
市
議
会
議
員

北
朝
鮮
か
ら
帰
国
の
蓮
池
薫
さ
ん
講
演

　　本蓮町会書初め展
新郷新聞社賞に笹沼湊さん

　

１
月
19
日
本
蓮
町
会

（
町
会
長
＝
中
山
久
仁
夫

さ
ん
）・
子
供
会
（
会
長

＝
山
崎
美
由
紀
さ
ん
）

が
書
初
め
展
の
表
彰
式

を
開
催
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
通
り

◆
金
賞
＝
川
島
莉
杏（
小

６
）
▽
川
口
市
議
会
議

大
人
の
コ
ー
ラ
ス
隊
コ
ン
サ
ー
ト

　
永
瀬
秀
樹
県
議
、
杉
本
市
議
も

慈
林
川
調
整
池
を
萩
原
県
議
、
後
藤
市
議
が
視
察

１
月
31
日
、
安
行
慈

林
地
内
の
慈
林
川
第
３

調
節
池
整
備
工
事
を
、

萩
原
一
寿
県
議
と
後
藤

留
美
市
議
が
視
察
し
た
。

　

対
象
地
区
は
、
度
々

浸
水
被
害
が
発
生
し
て

い
る
箇
所
で
あ
る
。

　

後
藤
さ
ん
は
「
安
行

慈
林
地
域
で
は
、
大
雨

に
よ
る
河
川
の
氾
濫
が

あ
り
、
対
策
を
求
め
る

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
マ
ル
エ
ツ
慈
林
店

付
近
は
、
新
た
な
住
宅

の
増
加
に
よ
り
、
早
期

の
対
策
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。
今
年
度
中
に
、

慈
林
川
調
整
池
が
設
置

予
定
で
被
害
の
軽
減
が

期
待
さ
れ
ま
す
」
と
話

し
た
。

員
賞
＝
五
味
渕
文
果
（
小

４
）
▽
新
郷
支
所
長
賞

＝
白
井
琥
太
郎
（
小
３
）

▽
新
郷
公
民
館
長
賞
＝

三
木
惺
羽
（
小
６
）
▽

新
郷
南
公
民
館
長
賞
＝

新
井
心
菜
（
小
３
）
▽

新
郷
新
聞
社
賞
＝
笹
沼

湊
（
小
４
）
▽
子
供
会

会
長
賞
＝
井
上
三
菜（
小

５
）
▽
文
化
厚
生
部
長

賞
＝
赤
塚
幸
恵
（
小
１
）

◆
銀
賞
＝
川
口
琉
希（
小

３
）
川
島
柚
莉
（
小
１
）

◆
銅
賞
＝
平
林
奏
哉（
小

５
）
石
井
心
晴
（
小
３
）

一
瀨
桃
花
（
小
２
）

◆
奨
励
賞
＝
笹
沼
虎
之

介
（
小
６
）
森
河
智
（
小

６
）
一
瀨
朔
矢
（
小
５
）

佐
々
木
絵
理
奈
（
小
５
）

蓮
沼
仁
亮
（
小
５
）
宮

原
芳
崇
（
小
５
）
伊
藤

実
美（
小
４
）佐
藤
陽（
小

３
）
佐
藤
都
妃
（
小
２
）

森
河
稔
（
小
２
）
佐
藤

碧
（
小
１
）。（
敬
称
略
）

　

受
賞
者
の
皆
さ
ん
と

中
央
は
中
山
さ
ん
、
後

列
に
飯
塚
孝
行
市
議
。

  

献
血
に
ご
協
力
下
さ
い

※
日
＝
３
月
25
日（
火
曜
日
）

※
時
＝
９
時
30
分
か
ら
11
時

※
所
＝
新
郷
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

「
あ
な
た
の
想
い
が
、

誰
か
の
命
を
救
う
」

　

沢
山
の
ご
協
力
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
＝
新
郷
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

☎
０
４
８
（
２
８
１
）

　

５
８
３
４

写真左から永瀬秀樹県議、蓮池さん、前原博孝市議

　

 

花
粉
症
の
方
々
、
お

大
事
に
お
過
ご
し
下
さ

い
。

　

今
月
号
で
掲
載
出
来

な
か
っ
た
記
事
は
来
月

号
で
掲
記
い
た
し
ま

す
。

編
集
後
記

文
化
放
送
送
信
所
の　
　

　

川
口
桜
祭
り

※
３
月
29
日
（
土
）

　　
福
祉
の
日

※
３
月
30
日
（
日
）

　　
桜
祭
り

問
＝
０
４
８
（
２
８
４
）　　

　
　

７
７
９
５　

中
山


